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楽田桃色×名経大
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第3老人福祉センター
田県の郷×名経大
コラボコラボコラボコラボコラボ

　本宮山の麓にある大縣神社では、毎年8月8日
に数えで8歳になる子どもの無病息災を祈念し
て、茅で作られた大きな輪を8の字にくぐる「八ツ
八（やつはち）祭」が行われます。
　地域活動団体「楽田桃色」からブース出店の協
力依頼を受け、学生9名がボランティアスタッフと
して参加。輪くぐりの作法も教わり、神事にも参加
させていただきました。

2025（令和7）年8月8日（金）
大縣神社

2025（令和7）年8月5日（火）
小牧市田県の郷（たがたのさと）

　名鉄小牧線・田県神社駅の大学スクールバスのバス停隣りにある「田県の郷」は2023（令和6）年
6月にオープン。通常の利用者だけでなく、老若男女が集まる夏祭りに本学学生が7名参加。
受付をはじめ運営ボランティアを通じて、来場者と一緒にまつりを楽しみました。
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楽田コミュニティ推進協議会

×名経大

企業×地域のみなさま
×名経大
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　はじめてボランティア活動に参加しました。小さい子が親と手をつな
ぎながらブースに来てくれる姿を見て、小さい時の記憶がよみがえり、家
族と夏祭りにでかけたことがとても懐かしく思い出されました。同時に
家族との時間を大切にしなくては…とハッとしました。アルバイト先でも
子どもと接する機会が多く、この経験が活かされています。これからも
いろんな活動に参加したいです。　

　酷暑の中、今年は学生・教職員合わせて30名が参加。献石を8点
吊りのリンギ棒と呼ばれる運搬具に願い事を書いた手ぬぐいととも
に吊るし、山頂まで運びました。

　今年は大学から2店舗が出店。名経祭実行委員メンバー
はポップコーン販売のかたわら、大学祭の案内チラシを来
場者へ配布し、物販サークルNextry.はフランクフルトを販
売。大学に隣接する地域のおまつりを盛り上げました。

　大学周辺では様々な「まつり」が行われ、地元の方からのお声かけにより
学生がボランティアなどの活動を重ねてきました。近年の大学祭「名経祭」
では地域住民の方にお越しいただき、学生と楽しそうに会話をしている姿
を見かけます。今年の名経祭も盛大に開催されました。

　江戸時代に大宮浅間神社の祭神である木花開耶姫
（このはなさくやひめ）が近くの村人の夢に現れ、隣の
本宮山よりも尾張冨士の方が低いことを嘆き、山頂に
石を積み上げたならば願いをかなえると言ったという
「背比べ伝説」が伝えられています。　

　季節柄地域とともに楽しく集う「まつり」が開催されていく。本来
祭りは地の神々に感謝し、地域社会の安寧を願うものではある。
一方で文化遺産的な視点から見ていくと、地域の人々との関わりが
重要であり、そこに文化遺産としてのマツリ志向性が見えてくる。
継承と参加、そこに集う人々の表情が次なるマツリを生み出すのだ。

げげ

まつり

尾張冨士石上げ祭伝承保存会
×名経大
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2025（令和7）年8月3日（日）

犬山市・尾張冨士

2025（令和7）年8月30日（土）
犬山市・エナジーサポート（株）グラウンド

2025（令和7）年10月11日（土）～12日（日）
名古屋経済大学

経営学部1年●白川 心結

NPO法人古代邇波の里・文化遺産ネットワーク理事長
　　　（名古屋経済大学犬山学研究センター 客員教授）●赤塚次郎さん

　大好きだったおじいちゃん、おばあちゃ
んはすでに他界しています。祭りに参加し
てくれたご年配方々との交流はとても懐
かしく、忙しいながらも楽しく感じ、自分
は人と接することが好きだということを
再認識できました。今後もこのような活
動があれば積極的に参加したいです。

経営学部2年●東倉 琉成

～天下の奇祭・～天下の奇祭・
　　愛知県指定無形民俗文化財～　　愛知県指定無形民俗文化財～
～天下の奇祭・
　　愛知県指定無形民俗文化財～

（犬山観光ナビホームページより）

第28回

第23回

地域と一緒に盛りあがろう！まつり特集
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